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近年、子どもの理科への理解や興味関心を向上させるための取り組みが多数行われてい

る。また、理科教育に関する研究も盛んに行われている。しかし日本において理科興味に

ついて縦断調査を行った研究は少ない。また、理科興味に影響を与える要因としてチーム

ティーチングや少人数授業のみに触れており、親や教員といった他の要素について検討し

ていない。加えて、外部機関との連携授業が盛んに行われている一方で、受講後に一定期

間経過後の理科への興味関心について述べている研究はない。 

そこで本研究では、親の理科への興味関心、授業に対する印象、外部機関との連携の有

無を要因として取り上げ、複数の小学校の子どもを対象に縦断調査を行い、理科への興味

関心がどのように変化するのかを明らかにすること、また、どのような要因が理科への興

味関心の高さに影響を与えているのかを明らかにする。 

調査対象はつくば市内の小学校 2 校の 5、6 年生で、調査方法は、教員に対するインタビ

ュー調査及び生徒に対する質問紙調査である。なお理科への興味関心の変化量を測るため、

質問紙調査は 5 月と 11 月の 2 回行った。 
調査の結果、理科への興味関心に影響を及ぼす要因として教員の親しみやすさや探求的

思考が挙げられ、子どもに考えさせる授業を行うこと、教員の工夫によって理科への興味

関心が向上することが明らかになった。また、外部機関との関わりによって単元の記憶度

や理科への興味関心が増すことが明らかになった。このことから、外部機関との積極的な

連携は理科への興味関心を向上させる重要な要素の 1 つであるといえる。 
本研究では 6 か月の追跡調査を行ったが、理科への興味関心は年齢や内容の難易度が上

がるにつれて低下していく。よって、より長期的な追跡調査を行い、チームティーチング

や教員の親しみやすさ、外部機関との連携の効果が理科への興味関心の変化にどの程度継

続的な影響を与えるのかについて検討することが今後の課題となる。 
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